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，915周年記者大会･交流会へのご案内ｙワ

　

聊員の曰射しがまぶしい季節を迎えようとしマい１-す｡皆さ

んはいかがお過ごしでしようか。

　

前号でヽ&お知らせしましμように、/５同年記念大会と交流会

を蘭催すゐ運びとなりまし几記念講演予は､鮮成当時よりお

世話にな。マいゐ勤医協中央病院(ｱ)大橋晃先生と、共に鴻港

続けてき八北毎道難病連剛尹籐建雄氏をお迎えｊゐ予定で寸。

　

また、交流会は場所を定山渓に夥しマ、多いに疎り楽しみ穴

いと思います。

　

昨年おﾉ続けマきました/5周腐ど念誌発行(頑哺な最終段階

に入り、記念大会でお渡しで亨ゐことと思います。どう身命し

みにお持ち下さい。

　

びとrロに/5年と云っマし医学にとっては狛ｙましい進歩でヽ

ひ社会福祉にとっては前進から後退(7)一途をたごろうとして

います。そんな守マ≒私達患着はｲ可を考え。何を求めてき穴の

でしょうか。ﾉｹなくども医学の進歩にふﾉ恋着は長生ｊをレ

日常生活乙健康人と大東なり

て病気に対してはどうイヤ合≒ていくか、という前向万な姿勢

で受けどめゐようになりまし仁。しかし、病気剛邪知｀ら再発

への不安（有効かつよ手にｲ吏用ざれゐようになっ八ステロイ

／



ドホルモシ剤の副作用へ(ｱ)不安、さらには一人立ちでさないが

ゆえの将来に対ずる漠然とした不安は、/ぢ年を経た今乙変わら

ない・が現実です。まし最近(7)福祉政策(ｱ雌雄を見るにつけ

政治へ(ｱ)不安もつのが靭、ﾘです。

　

そんな不安の数々を少しで胡

テ　ップにさらに会員による活動を秋けマ行きたいと思いまず。

その穴刈こ、皆ざん(ｱ)あヽ知恵壱拝ｲ昔できれば幸いです。

　

今まで積極的な劾口を期待してきましたが､今回は心力ヽら皆

さん(刀多数(ｱ膠加をお待ちしております。
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☆交流知費用は、じ自２日で8,000円で工（卜自2働す）

☆札幌までの交通費(7)牛額は､友の会で齢旦し１す。

　　

ぐホテル一難病七ﾝﾀｰの雌復のバスベ/､叩０円も会負担)

☆当日会場にマ、会費(^4,200円）を受け柿すます。

交通
－ｅ

- 案

交 通

●地下鉄：東西m. wssa町簒1より歩いて10分

　　　　　

南北保匠菌蛮野皿lより|歩い:で151分

●市営バス：

　

(m4)真駒内行

　

（南54 1 μ

　

（南64｀･･’

　

（南55）硬石山行

●じぷうてつバス：

西11丁目発

札幌駅前発（西ｎ丁目経由｀

札幌駅北口発（

　　

μ

　　

｜

札幌駅励発（すすきの経由1

(いみすまい･定山渓行 札幌駅ターミ十ル発

　　　　

C南４条経由･

●

４
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･兪兪・全国膠原病友の会北海道支部兪・ｔ・

　　　　

才隣回総会議事
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1）昭和67年度波動報告

2j

3）

４） 昭和62年ﾉ寞

5）　　　々

6）
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決算報告
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役員(案)

①還元金について

②北海道難病達

　　　

巾吽回全道集会ト∠万べ.,フ

ど



目禅Ｔ刊

　

昭和61年度活動報告

８日検診･相談委員会

９日

　

合同レク実行凄１会

り日

　

刄の会会計監査

旧ｓ

　

段員会

|幻0日難病連総釧ｵ27匪哩事会）

23B役員会
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19日丿役員会

2に会員名簿整理

５汽
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いちぱんばしぬ砧発行汚名）

2:)日役員会

24.25Eﾖｵ/3回支部総会.講演会

20日役員蚕オ2g回理事会

23日いちばんばし臨昨傾淑仏別

27日池川把区医療講演会

29日役員会

６

４曰設員会

12日

　

北見廼区医療講演会

18

M)燃饗鸚大呻日

2昨

　

事業資奮委員会
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12､13日役員会ぐ編集会議）

/4日矛引回理事会

23日μ員会

２日実務激当淆会議

12月

９回役員会（編菓会議）
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23日札幌市と・布談会
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・・●●昭和ぶ1年疾の溥動をふりかえって●●・・

削

　

医療講演会

筒催日鮮新 テ　　一　マ 講師系 糾紡
61孔
札幌 事例をろ4j4ﾇ尚恵者と耳奮

牝幌尨蜘丿隙事蔀所

　桓鼻春男氏 30沁

笏 芦川
゛竹森４について 市聶ﾂ茫。 g与島

％ 北見

　ｼﾞｸﾞ尚尚漂禁r漂与

・　・　・　〃　－　－　－　－　皿　－　－　－　－

　ｼｪｰﾌﾞに/面白な

ま浩にっいﾏ

北大珊戎

　孤川昭死生

　・　㎜　Ｗ　－　－　－
北見赤十字珊限

　種市卓二死生

83拓

(D医療講演Jﾒﾀﾄの講演会

　

この講演会は、医学の進歩いこ。いﾉ長生万てでゐようになっ

た患者が、将釆について真剣に考えゐようになっ八時に。あ

丿こに生忿れマき八ジ費負担見直ｕａ動きとりう不安をノ吋

してう解消で･ｊればい､う､1ヽいで行なわれrこものです。

・現在の制度は全マ申告制な(7ヽで、自分自身がより

　

今あゐ制戻についてよく知り、自分から積極的に行動にて･

　

ゐこと。

・､､壱考自身が５ＬＥﾌｙご単独・病名でμダメｒもしれな入ヽと

　

いう､乞い込みを檀７、７で訂とげ膠原病思ヽ看としブ診断書

　

を燧出寸ゐこしそ礼てよい身障手帳を受給の目安として

　

いろ障害年金(7)考え方ベニヤし悟も内鄙疾患であゐ膠原廊

８



　

に目を向けてもらうきＪ｀けになゐごと｡を期符し八い。

　

この講演内容についてμ。他(ﾌ･支部やら利用ざせてほい

旨の要望がありまし八。

＠参匈羞数にっ､｡ヽマ

　

旭川と北見の医療講演会で、今j7で例のない参ヵ口者敷と

なりました。各党区遭絡会(ﾌ)活動妁牌に活発になっマきマ

い１こと｡μ何度も糾云えしマいゐことマヽ寸片これも々口び

とつのあらわれだと思いまず。

　

各地区の会員(ｸ)皆さんが､ポスターを貼ったり、肺院(;･先

生(7)協力をお願い１ゐなどrして積雁的に動くことにより実現

し友も(乃で呵。

③参肌貴叫数取につりて

　

北見兇区(7)医療講演会ﾏ嘲め７参ｶﾛ費(会B300町会員

以ﾀﾄ釦0円)を徴収しました。これは講師の謝礼や会場費に

当てゐことが目的でヽす。今までは膠原病を広く知っマい仁匹

くために、会軋ま勿論､会則ﾒﾀﾄ励一般の方々にも無料で行

なってきましたが時代の流れや物価高などの色々な和牛が

加わり、赤字を出寸ない八､めにも。せめて講師の謝礼や会場

費が賄えな､ゴΞろうがヽという抑らいでし几初めての試みで

したが｀特に明匙賭なく成功しまけこ。
９



(2) mm紙について

　　　　　

・J卿口61年５月10日

　　　　　

○

　　　

//フ月jO日

　　　　　

ｏ

　　

//8月10日

　　　　　

○

　　　

//川月10日

　　　　　

・昭和62年２則０日

か､JO.56

臨時号

Ｎｏ.　5ワ

ＮＯ.　58

/＼10.５9

　

ページ数を減らし、発行･回数を増やすら､ヽ､う昨年剃

は達成できたと思います。７ヽひ会合なとごに出席できなく

機関紙だけを楽しみにしている会員石多いため、内溶ヽをさ

らに充実しｱ見剛てしていきたいと思ヽいます。

（3）物品販売について

事業応

・シペ｀ノフｙお峯

　　

86.11とﾌ円
・いちばλぼしＮ０.４9

　　　

＠ぶ00 Xi6冊
・膠原珊簾皿号

　　　

・釦Qﾒ恥円
・お正理飾り

゜冴の杷

　

8､OQQ円

20､OQ∂円

57488 fl

／０､３３０円

　

難病連Ｑ事業資金委員会では､｢‘シ。ソプー

　

野草ほうじ

茶なとター部(ｱ､薬局で安売りしてぃゐのマ･、やめて違う品

物を扱ってばと･うか。という意見が｀出されていました。そ

んな中マ･、ガが凍ヽのように「大きな財源のひどつになって

いる会もあるので、やめゐことは７きないＪという事務局

長・説明が･ありました。

10



　

浹(7'会としマは叉晋脚i含や難鳶運の全道算公なとゾよ

り冷くの含員に参如しマツ八だくｱ―Ｊ)ド．でき

（４）会費について

ぐ会費JIﾇ入

　

3276。円り56恥

会費納入率

　

92叫

　

他(7,会マ･1^95%以よａどこ７)が'あ;ほす。これはまヽ員一

人-ﾒ,(;り猫力７･いくらてう逮成でヽぎゐこ丿辻考えｊす。

重ねマゴ禰刀をお扉にヽしま寸。

(Ｓ国会聊預署名、募金運動と正肋心飾皿ついマ

ぐ

ぐ

国会請願署名数

　　

３６８ゐ

　　

’･

　

募金額

　

82.463名（還元金添加2円）

正月μ

　　

”

　

邁元金

　

57.48g円

　

これらμ友の会(ｱ)財源として毎年あマにで参る乙･のマリ

ありません。しかしこれ,だけの金額が集まったことに対し

て会員(7,皆ヴんの力強さを感じまい犬。ご協力本当にあ

リがとノごぎいｊしブ八

／ｊ

１

－

S;

乙⊇

　

り
‐
尚

ｊ
し
こ
う



（6）役員会（編集会議乙含£）

　　　

活動報告を参照

　　　

/5周年の準備のため昨年より回数μ増えてしま１．

(?)会員剛ﾒﾐ況

　　　

新入会員は諏実に増之マいまず。で乙遭内推定患着数に

　　

比べろと，まれ訂こ友砧

　　

う状況でヽばないようです。ひりぼっちマ･悩んマイる患者

　　

をなくすこと乙癩7)会(;;･目的と考えまず。冴吋こめに友の

　　

会９広報活動６これやらａ重要な輝題とい九ゐでしょう。

麿ヽ員数

　

１９３ゐ

　　　

(うち客族3免)

圭 男　13名

女/SO名
―S.(S2.3月現在－

病　　　拓 会員数 鳶　　　系 含員数

1御生エリテマトーデス /331
裸4生関節リウマチ ２拓

辣　戻　庫 24 恵作関節ﾘｳﾏﾁ糾筋炎 ／

床膚笏崔 ６ 弦肩摩４奔陛ｴﾘﾃﾏﾄ″ﾃﾞｽﾞ ／

号哭柱笏炎 ／Ｑ 糾齢･梢絃ｴﾘｦﾏﾄﾎ ／

ｼｪｰｸﾞﾚﾝ庫候僻 ／○ ｼ｀″ｸﾞ｀4ﾀﾞj?ぽ77ﾏﾄｰﾃﾞｽ ／

鮪節絃動騨周即発 ／ 寡　　　凍 ３

/２



４ｙ（邁璽）地区４わ偏田裕子J
〈活動報告〉

　

去年，函館Tii2回の集まりを乙っ事が｀出釆ました。｜回目

　

は. iL(7)^に入会していない方iり交えマ。気弗な感じで喫跨店

　

て対ヽ八２回目は凍の会/謂耳の為司

　

あらし会則

　

義のあ肩

集１りを乙マゐよう。じ如

　

廓年口バレンタインデ｀勺

ｔ

　

／
ゝ

た乙思いまし不。

は、函館口数少ない男在会員のおヽ

ニ人にチョコレートをプレゼントしました。こんなホヽソトなコ

ミ'ニュヶ－ションを大切にしたいと浬ヽい曹寸。

　

禰人的な問題や､として、２つ(2)事が｀ありました。匹教と働く

ことで１．

　

･その宗舷によバは。薬をやめゐよう指奪オゐところむあゐ

よろ７寸（と･ん勧珀分の体が調子良々マし薬を勝手にや

めゐ事はしﾌﾟ八ヽマ滋いヽマ･す。函館では二の事で郷気を悲化

ボ灯孝冷ありました。病気の怖ボを知っマからでは遅四）だ

ど思ヤｊす。

働く幕乙

　

私八乱乱携条ｲ牛が考えイぎマいマバ士事を兄っ
/３



ける事(ﾌ･大変寸庖痛謄しました八本人はむっと大栄だと思い

ます｡)

　

病気にいては薬をやめ砿

て。しマはいけない事のはず、てヽも、宗教画働く事右精神的な

可能性を生かす良さは大いにあゐと思います。冴の方向を間違

えないよう気をつけ几いですね。

〈活動方針〉

　

62年の活動方針としマ。だ元(?)光生によゐ勉強会を２～３回

開打四と考えマいま工現斥、函館７ぱ専門医としマ、膠原

病を診て下寸ゐ先生はおりませんが、免疼の勉袖をざれ八先生

が２～３Åいらっしゃるようです。中でも、中火病院の光生が

膠原病(7)患着さんを右メ､診マいゐとの事で、一番肩力です。

　

勉強会を連してバ吻んな･脳み､相談など出来ゐよつに心が

けかいと鴛います。そしマ、ツしでぴ聊'的不安、負批など取

り除けたらと考えマいます。

りゅべ尨亙）地区丿卜Ｅ・
(加藤禎子)

〈活動報告〉

．s6嘴

　

喫荼店バソカム四名出席、別細活動叫１方な

　　　　

ど｀を話しかいましたが．あまり意死もありません７ヽ

　　　　

し仁乞､つぱら膠原病ﾀﾄ釆中止の゛色々な､.話に終

苛しました。 /４



･･‰

　　

フラワーパラダ'イスでお花見、６る出席。とマ乙

　　　　

寒い日でしたがし工藤さんがヘブブヘヽμイチゴ(ｱ)

　　　　

美昧しがヽ。れこと。イチゴにつられマ今年乙と考え

　　　　

マお｀･ぼす。集ま･八吹席しが｀ちな携浜さん乙､出ﾉ帚

　　　　

してくれマ、一同゛よかったね｡。

･・‰

　　

北見地区･ｱ･会員名簿を作り会員にjぎりましれが、

　　　　

寸々撞で全国の会員名簿が届き、道支部ではゐ簿は

　　　　

送らない庫を輝かめたよで作りました剛て、が≒が

　　　　

りしました。

･・‘陥

　　

日加会議室にマ医療講演会

　　　

・北大才２内科佐川昭先生

　　　　

｢'膠原病ぐ沁｡-ｸﾞ｀ﾚｿを鰍｣の畑療ｔ日常ま活につい乙

　　　

・北見曰赤オ２内科司張

　

種市幸二死生

　　　　

「シェーグレン症候群(諮療と曰常生法につい乙

　　　　　

愚

　　　　

先生､知苓光生ｕじめ事務那。春靭Ｗと;≒斥心

　　　　

方々(ｱ)協力がありまして盛会のうちに終りました事

　　　　

会多i一同ホッとすゐと共に痢射しマ糾ﾉＪす。

･･‰

　　

北見オーホそルにマ医療講演会似絵ヽ。４ゐ出席。

　　　　

北児て切靭哨友(ｱ)会嫌支部主催の医療講演会μ、

/ぢ



S｡62年

初め一てＱ壽でし仁のて今か手違いが如八ヌ､ゼＪ｀

く遠くφヽら会員(ｱ･方が｀出席して下さいましかのに

会員ａ交流の時間がとがなかった山影残念に思っ

て払ﾉます。私が不住意のよ。入限中いヽう事り･)

て多くc7)方々に迷惑を力ヽけてしれヽました。申し

訳けなく思っております。

●‰

　　

れ年会｡寿司剛ヽ林にて７ゐ出席、例年のごとく

　　　　

っ番活躍したのは゛ロ｡マ･し八。今年も何事もなく

　　　　

過ゴせるようにと願っマおります。

〈活動方針〉

　

１

　

友の会の募まりは、３･ヶ月に一度‥‥こ和丁今までのｌ

　　　

までヽオ。

　

2、知本先生にお願､｡ヽして、雑談形式で色々な質問に答えて

　　　

ひ友仁く。‥‥どうしても外釆では､軽い輝休の質問ば

　　　

しずら<. Tt/気になゐという事があります(7)で、出確

　　　

ゐ絢すお肩にしマ出ていたア勁μいと思ヽつマおります。

　

３．６月か。８月か、いずれかの会合にｌ人マヽも出席ずる。

〈活動方針〉
(渡部小夜搬

８月に実施される｡難病遼耐埴集会l慢療講演奴関ｲ崔子定。
/6



く
５
　

分外（疸ふ地区べ≒
活動報告〉

濯坂嫉子）

6;‰25･オ13回支都総会．医療講演兪０難病セッター

･・％

　

・オ１回例会

　

６アゼカノア

　

出別
ぐ 支郎総会の報告、年金(ﾌり説明

弘7卿崔医療講演の打喪と

ぐ５名）

(

　　　　　

難鳶運旭川地区合同レクリエーショつ／口劾口

卜･％7

　

･旭川地区医療講演会価)旭ﾉ俯お肴福祉勁回ぐ斜別

　　　　　

〈講師〉市立丸幌柄院

　

河野通史死生

　　　　

・支郎長ピの交流飢

　

入会者２名

･･恥

　

・難病逮オ13回全道集会口)北海艇眼福抑屁ｾﾝﾀｰ

　　　　

・友の会交湧浪

（%6

　

・オ３回例会

　

⑩アゼイリア

　

（ワ拓）

S.62

ぐ学習会の今後(ｸ)方針丿舌動資金にへヽマ

/締年の記念跨(謬稿について

゛循

　

･新年会

　

⑩託月会館

/７



〈活動方針〉

　

ト

　

２ヶ月ごとの例会

　

2.学習会の実施予定

　

3.

　

物品販売の雑進

　

４.例会に出席できない方との交琉の実施(電話に帽

ｙシ（更盈）地区才ら
〈活動報告〉

(清野和利

　

昨年ﾉ嘆湖絵ヽ員が２Ａｶﾛわり、集まり乙す々賑々ヵヽになり

ました。鞘親会3回と、帯広地区合同レク疹ｶﾛが主でしμが

会敵ﾄの匙者ざんの参加があっづに。それかﾉの成果が｀あ

ったと思いま兎

　

その杷地区遥の活動に藤田ｊんが大活躍して下ざいまし

几署ゐ集め＆皆寸んに協力い穴八きましハ。今嗣は東さ

んに連絡係をお願いしまし八。

〈活動方針〉

　　

隔月毎に例会(懇親会)を開き．食事をしながら各自の病

　

状や近況を話し合うことを子姓しておりまず．ぢ月にμ.唐

　

員宅のお庭でお花完を子定していま尤

　

皆が礪慮な（お腹の守から本当の気持ちで語り合うには

　

へく寸ん会を重ねることがとて乞大切だ乙思い．２ヶ月に｜

　

度くらいは顔を会わせましょケという事に抑はした．
８



［亘亘白］

　　　

昭和６ト年度

　　

決

　

算

　

報

　

告

収　　　　　　　人 支　　　　　　　出

道費補助金 ７８０，０００ 事　業　費 １，０り8 . 9 4 8

５　　　費 3 2 7, 600 ＜会　議　費＞

参加費収入 ８５，１００ 難病連参加費 2 7. 2 20

寄　付　金 ！４２，３６０ 役員会費 64 . 5 18

事業　収益 18 1. 9 2 8 中央会議費 58. 9 3 0

還元金収入 2 0, 86 2 ＜医療講演会＞ ３０３，４９６

雑　収　入 ２７０ 〈患者　大会＞ 187. 84 0

預　り　金 2.100 ＜機　関　紙＞ 13 9. 370

前期繰越金 12 5. 74 7 ＜地区育成費＞ １２５，０００

利　　　怠 ３４８ ＜相談員補助＞ ６弓，０００

その他の助成金 ２０，０００ ＜活　動　昔ご ］止７、弓７１

※会費収入　　　　　327. 600円
　　＠２，１００×１５６名分

※‾；　自尽　　　　4,
370

　還IJMH6Mし　　　

１６、４９２[ｌｌ

※事業収入内訳　　　]81 , 928　　ジャンプ一　　　　８６，１１ｏ[ｌｌ

　　野草ほぅじ茶
　　ぃちばんぼしNO. 49
　　応接○×１０ 冊　８，０００円

負　担　金 3 14, S 0 0

維持会費 ３１３，０００

ＨＳＫ負担金 ！,500

維持運営費 9 8. 146

事務局費 82. 84 6

資料費 １５，３００．

　@500×４０冊　20, 000
柄匝飾り　　　57, 488

・

・

Ｔ
雑　費

※次期繰越金　　　　！２６　１５５円
特別　会計 28. 5 6 6

　　，　　　　　！0. 336‰盛　　

1 1 3. 509Bmm　　　　　　．、。ｌｒ、

よ

工

Ｔ
次期繰越金 12 6, 15 5

s^Pix-REre･　　　　　　ぶ･，丿・ＵＩ」

合　計 1 , t) b b . 3 15 合　計 1 . 6 6 6. 315

９／



｢・Ｆ‾‾1

昭和６１年度 会

　

計

　

監

　

査

　

報

　

告

昭和６１年度における膠原病友の会北海道支部の会計を、帳簿と領収書を

照合して監査の結果、適正であることを報告します。

昭和６２年

　

４月１５日

会計監査

　

汲辺笑子

難痛遥遥営協力会1

　

11＠ａ⑥

こ∠_唇９＠ゆ

ぜ｀ひご協力をな

協力会費剛口2,000円、何口でも秘構マヽす。

この内、釦弘は友の会へ還元されま１(ｱ)で、お申込

みの際μ､「膠原病浅の会。ど必ずご記入下さり。

　　

(詳しぐま､なんれん咄々3 (7)30ぺｰｼﾞをご覧下さい｡)

20



[麺] 昭和62年度活動方針ぐ案）

ト燎原柄の原因勁月と畑奏去の麗立要望

２、通院債の助成にっ､、ヽマ

　　　

地方が主患者が札幌旭川介専門病院に受診すゐ為

現在実施されている見舞金、通院交通費について(なんれんNO. 4【】より)

■難病患者に対する見舞金福祉干当実施巾町村■

１ ｊ
♪ 巾
町

小樽
長万部

清里

留萌

　　

江別

　　

深川

　

な片汀

　　

豊浦

遠軽

　　

丸瀬布

　　

上

■通院交通費助成実施市町村■

１

２

巾

叫

Ｓ）付

樅室
？末

標津
作昌開
島牧

富良野

自老
弟了屈

　

常呂

　　

細心

鵬川
湧別

得新

生1

　

崖内

ら分

　　

厚岸

　　

皿巾

　

阿寒

　　

∩杜

　　

卜判

　

幌加内

　

「il紳別

㈲

本別

佩芥

　

押T
砂川

＊北海道ぱ、1･､工透析患者にっいてほ通|眺費を助成している

＊札幌市／卜歳市等は、人工透析患軒や巾度障隅イの通院交通費

　

助成をＬ乗せしている．

3.膠原病に関する知識の普及

　　

医療講演会一札幌

　

釧路

４．難痴1吋牙事参加

　　

全道集会の成功

　

時:剱~9日

５.贋関紙の発行(５回)

　　

徊，‰(記者誌)，九，％

６．廻域活動(7)推進

ﾜ．会員同志(ｱ,親睦を図る

2j

所：奮膳

S63

　

伽，



8｡自己財源(7浦ｲ呆

　　　

シ。タブ一篤濁硫(ﾌ･協力を得る

9. 15周年記念大会の成功と記念誌の発行

･・ｔＵｎｔｘゝゝ ＵゝxａxゝＱＸＭａＵＵＱゝＸＵＵｉ

海藻エキス配合

美泉ｺﾘぷりヤリブ≒

シャンプーの特徴

●゛髪には海藻｡といわれる海藻エキスの配合で頭皮と毛髪をすこやかに保ち，

　

髪をしなやかに色艶よく洗い上げます。

●フケ・カユミをとり，しっとりした爽やかな洗い上りで，洗髪後のお手入れ

　

が簡単，ボディシャンプーにも使えます。

　

〈チューブ入り180 g　700円を600円で販売〉※１本につき130円か友の会の

　

利益になります。

　

職場や地域，グループなどで１箱（60本）又は30本単位で扱って下さると，

ありがたトのですが…

　

他にも誰にも飲みやすい，健康茶「萌‾苓汪T万ｺｽﾞ亙」１本肪O円，ヵｐリー匯

ΞΣ］（１袋300円）も扱っています。

-お申し込み，お問い合わせは，友の会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（難病センター内

　

長谷川まで。）-

22



［i垂汀］

　　　

昭和６２年度

　　

予

　

算

　

案

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出

道費補助金 ７５８，０００ 事　業　費 １，８３８，０００

ふ　　　費 3 6 5. 0 0 0 ＜会　議　費＞

寄　付　金 １６７，０００ 難病連参加費 ２３，０００

事業　収益 １５０，０００ 役員会費 ３５，０００

雑　収　人 ９５８ 中央会議費 ６５，０００

受取利息収入 ＜医療講演会＞ ２７５，０００

前期繰越金 124. 0 15 ＜患者　大会＞ ２００，０００

参加費収入 １７５，０００ ＜機　関　紙＞ １４０，０００

協力会還元金収入 ２０，０００ ＜地区育成費＞ Ｉ００，０００

募金箱還元金収入 １０，０００ 〈相談員補助＞ ７０、０００

署名募金還元金収ﾒ ２０，０００ ＜活　動　曹＞ １３０，０００

機関紙売上 ４５０，０００ ＜特別　会計＞ ８００，０００

負　担　金 2 9 9, 50 0

維持会費 ２９８，０００

ＨＳＫ負担金 １，５００

維持運営費 １０２，５００

事務局費 ８０，０００

資料費 １５，０００

雑　費 ７，５００

合　計 ２，２４０，０００ 合　計 2. 24 0. 0 0 0

23



［垂亘］昭和62年度役員（案）

氏　　沁 ぶ Ｓ

支部暮
扁ぷ）

理事 三森礼子

事暑局

瀬賀実子
〈遣外死〉

振坏俵子

会計 長谷川美子

監査 凛辺曖子

評議員

滞貨栄子

小寺千明

冷か莫智子

遭群員

ﾉ佐々木照子

山田恭子

伍友恚朱美

西本恭子

傭ネは糾

2乎



篤　名 茸御者采 4玄　　　　芦r Ｓ

憩　川 蒼蒼組子

函　蔀 瀬田驀子

帯　瓜 東　禄子

北　児 力口鼻禎子

釧路 渡部小夜子

25
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[和司

(D環元金について

　　

現在、北海遭難癖連をとおレソ・フプー、野草ほうじ

　

茅。お正月飾りなどを販売レ友の会へ復元を受けて抄ﾉ

　

ます。そ(ﾌ)内、反の会cり地区として誰った分に対しては、

　

遭元金・一部を凭区へ匹いう話が旭川児匠より出ぎれ、

　

昭和61耳環途中より試蜘ｸに抑包しマぎまし八。

　　

昭和(amより、函館､旭川、帯広､釧路､北見のざ爽

　

区全てに実施い八しＪす。

　　

句物品販売

　　　

シ・ソプー．野草ほうじ茅.花火

　　　

お正月飾り、そQ)l[tの物品

2)寄付

　　　

凭区巻通しマく7･も(ﾌ)く7)みらＯ・Z。

剛協力会、募金箱

う
難狗ぎよリ(ｱ)

禰り励５郎

折折。牝牡秒璽

◆都会が中心とな・マ1ﾇ組みを行つμ場合

　

１．支舒のあゐ死域マ仙2弥を郊βにも驀元すゐ。

　

２．支部内に凭域部似ｱ)あゐ場合μ､冴こヵヽ削2.郭を凭

　　　

域鄙会へ還元々冶。

◆支部が呻心｀乙なって取組みを行った俤合

置呼1力鯛ろ剱哺ゐ場合μ2卵を凭塙都会へ

26



2.地域県会がざらに12邨を部会へ上納すゐかどうかは

　　

名奉会ヽの判断によゐ．

　　

３

　

均戎邦彦ヽ貳ない場冶ヽtま｡12.5%を部会/ヽjl元する。

　

◆札幌獅1ろ､及び徊即ない地域については、全マ虚

　

難角遼ど名都会とcｱ)痢糸とすゐ｡(釦舛ずっとすゐ)

４)募加費収入

　　

・廬支弟主催については、還元なし

　　　　

・地区

　　

／／

　　　　　

100 %

②オ14回全道集会について

　　

なんれん肥和郎や幻にマお知らせしまし八ように。８

　　

月８日川0日釧路にて発進尊会が明催ざれます。

　　

心友(ﾌ･会マヽは、医療講演会､相談会、交流会を予定しマお

　　

ります｡(講師は中井秀紀先生)

　

牝勧口費への友の浪ヽφヽら哨卵力は、

　　　　　　

１人5.000円(交通費2,000円含む)とします。

　

々詳しくば、いちばんばしH0.61 (Ｖ＼・号)にて改めてご案内

　　

いたします。

　

以上の議寒につ亨ましてご意見、ご質問が知ﾉましﾌﾞﾋら

　

同封印＼ガキにマお寄せ下方い。次回い翔まんばしにマお答

えいたします。

27



行きませんか‥釧路へ

２泊３日

鉄道の旅

口

〈大会スローガン〉

S,μ

福祉宣言都市くしろに輝く仲間たちの明日

４

ク

剛佃難病患者・障害者と家族ｏ全道集会

　　　　　　　　　

昭和62年８月８日(土)９日(日)

交通費(臨時列車)は無料

２泊３日(ホテル､食事､市内観光)で

　　　　　　　　　

大人2万円･子供1万5千円巾自の場合ｕ半額)

当
号
綴
込
み
の
ク
リ
ー
ム
色
の

は
が
き
を
ご
利
用
下
さ
い
。

第
一
次
受
付
四
月
末
日

参
加
申
込
用
紙
は

　

第
十
四
回
の
全
道
集
会
は
、
八
月
八
日

Ｉ
九
日
㈲
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
釧
路

市
で
開
催
し
ま
す
。

　

往
復
の
交
通
は
、
鉄
道
を
利
用
し
。
臨

時
列
吏
で
、
往
復
無
料
と
し
ま
す
。

　

追
分
と
新
得
で
一
本
の
列
画
に
な
り
ま

す
。
感
動
の
出
会
い
で
す
杓

　

釧
路
で
は
、
道
東
の
会
員
の
方
々
ご
支

援
し
て
ト
さ
る
方
々
が
待
っ
て
い
ま
Ｉ

　

部
会
[
ｓ
ｍ
疾
病
団
体
］
毎
の
分
利
会

　

’
交
流
会
、
医
療
馳
習
今
大
会
な
″
ご

Ｉ
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
郷
土
芸
能
の

ｙ
ド
ラ
ツ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
国
立
公
園
ご

指
定
さ
れ
る
湿
原
観
光
Ｑ
-
'
　
ｎ
の
幣
卿
唄

が
、
嗇
さ
ん
を
時
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
復
の
列
車
の
申
も
、
さ
Ｉ
一
一
心
暖
７

る
交
流
や
、
楽
し
い
企
両
が
待
う
て
い
る

こ
参
こ
思
い
ま
Ｉ

　

宿
泊
は
ホ
テ
ル
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
㈲
下
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
「
な
ん
れ
ん
」
臨
時

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

宿
泊
の
手
配
も
あ
り
ま
す
の
ｙ
．
七
・
ひ

９
　
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
≒

- 2８



事務局から⑩畜知昌世

＊ご峯寸いただｊまし几。

・藤田浩子雇

・扇田裕子濾

・田原美干思苅

2｡０ＱＯ円

I 0,000円

3.000円

・加藤藤子肩

　　

s.soo円

　

ありかどうございまし几

ｔ新しく入会こyれた方達で１．

・私山のぶ子心

　

(SLE S.20生）

・大川

　

美保子さふ

　

(SLE

　

S.2吋）

・平野敏江柚

　

ぐ江・-ｸﾞﾚｿS.I5生）

．ふ賢7tijE
fル　に/エづ'レンベ)LE　S.32生)

・大西房子お

　

ぐ徊緋筋炎SJ生）

29
よろしくお願いしま寸。



＊ｲ王所変更肌

・木村（ｱ）田 さん

・荒馬みｰや子ｓ

(体皿くずし､２月白より斟厚俤院にÅ卵7利

・河村綾子乱

・/｣素真智

・清野和子さん

・小石川柘子さん

ぐ 短い聞でしμがお世話に刄りまＬμ。

これヵヽらは､宮城県支部の方に入会し忽

ま１ので､よﾌﾌしくお騨い絃します。

と思ヽ，

う

疆セ辿他にｲ主所変更さ匹加r事卵ま７お知らせ下乱ヽ｡回かが）

30



　

不順な大候統阿乱八５月乙乙う寸ぐ終わ･八北海道

で最乙過ごし易い季節を迎えようどしています。そんな

季節に皆ボんと共に/５周年をお祝い出釆ることを嬉し

く思います。

　

/5年を経て、会eEi数訓洗力ヽら200名という大所帯と

がりぼし八が、ぐれぐれ右体調を整えて、－/､てて多く

の方/tzの参加をお待乃しマ紗ぼ工

６月27日．元気にお廷いしましょう／
｀
Ｊ

Ｃ

編集人

発行人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　

編集責任者

　

小序そ明
506り札幌市中央区南４条西1り丁目

　　

北海道難病センター内nou) 5]2-3233

　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　

札幌市北区北30条西７丁目

　　

神原

　

義郎

昭和48年１月13日第３種郵便物認可ＨＳＫ通巻181号頒価100円
いちばんぽしぷ6∂昭和62竿５月10日発行（毎月1回IU日発行）
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